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3　私の生い立ち

序
章
　
私
の
生
い
立
ち

一
．
私
の
少
年
時
代

　

私
は
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
に
東
京
大
学
教
養
学
部
理
科
Ⅱ
類
に
入
学
し
、
当
時
の
制
度
に
従
っ
て

二
年
の
教
養
課
程
を
経
て
も
う
一
度
あ
ら
た
め
て
医
学
部
の
試
験
を
受
け
て
、
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
に
一
九

五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
進
学
し
た
。
当
時
の
東
大
の
理
科
Ⅱ
類
は
、
東
大
の
理
系
学
部
（
農
学
部
、
医
学

部
、
理
学
部
生
物
学
系
学
科
）
に
進
学
す
る
学
生
の
た
め
の
教
養
課
程
で
、
私
は
東
大
教
養
学
部
に
入
学
し
た
時

は
、
必
ず
し
も
医
学
部
に
進
学
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
。

　

私
は
、
父
風
祭
香
（
一
九
〇
四
年
、
明
治
三
十
七
年
生
ま
れ
）、
母
サ
カ
エ
（
一
九
〇
九
年
、
明
治
四
十
二
年
生

ま
れ
）
の
長
男
と
し
て
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
三
月
に
、
父
が
勤
務
し
て
い
た
東
京
帝
国
大
学
の
近
く
の
東

京
府
本
郷
区
（
の
ち
の
文
京
区
）
向
ケ
丘
弥
生
町
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
父
が
日
本
赤
十
字
病
院
茨
城
支
部
病

院
（
現
水
戸
赤
十
字
病
院
）
に
小
児
科
医
長
と
し
て
つ
と
め
た
の
で
、
私
は
子
供
の
頃
は
茨
城
県
水
戸
市
の
郊
外



4

で
育
っ
た
。
水
戸
の
自
宅
に
は
広
い
裏
庭
が
あ
り
、
父
は
そ
こ
で
鶏
や
兎
を
飼
っ
て
お
り
、
家
は
水
田
や
野
原
に

囲
ま
れ
て
い
た
。
私
は
、
小
学
校
入
学
以
前
は
幼
稚
園
に
も
行
か
ず
に
、
鶏
や
兎
に
毎
日
餌
を
や
り
、
弟
と
一
緒

に
自
宅
の
前
の
小
川
や
田
ん
ぼ
で
メ
ダ
カ
を
す
く
っ
た
り
蛙
を
追
い
か
け
た
り
し
て
自
然
の
中
で
育
っ
た
の
で
、

生
き
物
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　

小
学
校
二
年
生
の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
入
学
し
た
茨
城
師
範
学
校
附
属
小
学
校
も
国
民
学
校
と
改
名

さ
れ
た
。
三
月
の
早
生
ま
れ
で
体
力
が
な
か
っ
た
小
学
校
時
代
は
、
あ
ま
り
楽
し
い
思
い
出
が
な
い
が
、
小
学
校

六
年
生
の
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
八
月
二
日
早
暁
に
、
水
戸
市
の
自
宅
は
米
軍
の
焼
夷
弾
攻
撃
で
全
焼

し
、
間
も
な
く
八
月
十
五
日
に
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
た
。

　

私
は
そ
の
時
中
学
（
旧
制
）
受
験
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
後
の
窮
乏
で
、
生
き
て
行
く
の
が
精
一
杯
と
い

う
時
代
だ
っ
た
。
進
学
予
定
の
茨
城
県
立
水
戸
中
学
も
校
舎
が
全
焼
し
て
筆
記
試
験
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
内
申
書

と
口
頭
試
験
の
成
績
で
選
考
が
行
わ
れ
た
。
茨
城
師
範
附
属
国
民
学
校
を
優
等
で
卒
業
し
て
い
た
の
で
、
い
わ
ゆ

る
受
験
勉
強
は
何
も
せ
ず
に
、
水
戸
中
学
（
旧
制
）
に
合
格
し
て
入
学
し
た
。

　

水
戸
中
学
で
は
、
課
外
活
動
で
「
生
物
同
好
会
」
と
い
う
の
に
入
っ
た
。
蝶
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
標
本
を
作
っ

た
り
、
山
野
を
歩
い
て
胴
乱
に
植
物
を
採
っ
て
押
し
葉
の
標
本
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
た
。
や
せ

っ
ぽ
ち
で
体
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
運
動
系
の
課
外
活
動
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
読
書
は
好
き
だ
っ
た
が
、
文
学

や
芸
術
に
特
別
な
興
味
や
関
心
を
も
っ
て
打
ち
込
む
こ
と
も
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
終
戦
後
の
窮
乏
で
、
何
に
も

な
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。
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私
の
小
学
校
時
代
は
太
平
洋
戦
争
の
時
期
と
一
致
し
、
戦
時
色
一
色
の
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
勤
労
動
員
は
な

く
、
地
方
都
市
に
住
ん
で
い
た
の
で
学
童
疎
開
の
経
験
も
な
か
っ
た
。
同
年
代
の
人
た
ち
の
中
に
は
外
地
か
ら
苦

労
し
て
引
き
揚
げ
て
き
た
り
、
家
族
が
戦
死
し
た
り
し
て
苦
労
し
た
人
も
少
な
く
な
い
が
、
私
は
戦
中
戦
後
に
両

親
や
兄
弟
が
健
康
で
、
終
戦
を
内
地
で
迎
え
ら
れ
た
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

私
の
数
年
年
長
の
先
輩
た
ち
は
、
終
戦
に
よ
っ
て
、
軍
国
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
と
い
う
社
会
の
価
値
観
の
極

端
な
変
化
に
大
き
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
人
も
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
は
終
戦
時
に
は
ま
だ
子
供
で
、
周
囲

の
変
化
に
対
し
て
柔
軟
に
適
応
し
、
生
活
難
の
中
で
い
つ
の
間
に
か
平
和
を
愛
す
る
民
主
主
義
者
に
な
っ
た
。

二
．
茨
城
県
立
水
戸
中
学
―
水
戸
一
高
―
東
京
都
立
国
立
高
―
東
京
大
学
入
学
ま
で

　

終
戦
後
の
一
連
の
学
制
改
革
で
、
旧
制
水
戸
中
学
は
水
戸
第
一
高
校
に
昇
格
し
、
そ
の
ま
ま
入
学
試
験
も
な

く
、
中
学
か
ら
高
校
に
進
学
で
き
た
。
中
学
時
代
は
本
校
と
離
れ
た
旧
東
部
三
七
部
隊
の
兵
舎
で
過
ご
し
、
ず
っ

と
三
年
間
最
下
級
生
で
、
下
の
学
年
が
な
い
の
で
落
第
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

水
戸
一
高
で
も
相
変
わ
ら
ず
生
物
同
好
会
中
心
の
生
活
で
、
水
戸
一
高
構
内
の
池
に
食
虫
植
物
の
タ
ヌ
キ
モ
を

見
つ
け
て
学
校
の
雑
誌
に
発
表
し
た
り
し
て
い
た
。
不
得
意
な
音
楽
・
図
工
な
ど
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
体

育
も
、
水
戸
一
高
は
戦
災
で
体
育
館
も
焼
失
し
、
鉄
棒
も
跳
び
箱
も
な
か
っ
た
の
で
、
学
校
の
成
績
は
よ
か
っ

た
。
友
人
も
多
か
っ
た
が
、
男
女
別
学
で
、
女
性
と
の
交
際
な
ど
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
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昭
和
二
十
四
年
に
、
父
が
東
京
に
新
設
さ
れ
た
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
校
二
年
の

一
学
期
に
、
東
京
の
国
分
寺
に
転
居
し
、
東
京
都
立
国
立
高
校
に
転
校
し
た
。
そ
こ
で
も
生
物
部
に
入
っ
て
、

「
博
物
少
年
」
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
高
校
二
年
の
夏
休
み
に
八
丈
島
に
二
週
間
滞
在
し
て
植
物
採
集
を
し
た

こ
と
は
今
で
も
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
に
東
大
教
養
学
部
理
科
Ⅱ
類
に
入
学
し
た
が
、
そ
の
時

は
漠
然
と
理
学
部
で
自
然
を
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

教
養
学
部
の
二
年
を
修
了
し
て
専
門
課
程
へ
の
進
学
を
決
定
す
る
時
に
、
な
ぜ
医
学
部
を
選
ん
だ
か
と
聞
か
れ

る
と
、
今
で
は
う
ま
く
説
明
出
来
な
い
。
一
つ
は
、
大
学
で
の
生
物
学
の
研
究
は
、
博
物
少
年
が
中
学
高
校
時
代

に
熱
中
し
て
い
た
博
物
学
と
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
オ
パ
ー
リ
ン
の

『
生
命
の
起
源
』
や
、
ソ
連
の
ル
イ
セ
ン
コ
の
遺
伝
学
説
な
ど
に
関
す
る
本
な
ど
を
一
生
懸
命
読
ん
だ
が
、
高
校

生
の
考
え
て
い
た
「
博
物
学
」
と
は
大
分
か
け
離
れ
た
内
容
で
、
生
物
学
に
対
す
る
学
問
的
関
心
は
徐
々
に
薄
れ

て
い
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
父
は
遅
ま
き
な
が
ら
、
自
宅
で
小
さ
い
小
児
科
・
内
科
医
院
を
開
業
し
た
の
で
、
医
師
の
父
を
持
つ

私
が
、
何
と
な
く
医
学
部
に
進
ん
だ
の
は
ご
く
自
然
で
あ
っ
た
。
私
の
青
少
年
時
代
に
、
周
囲
に
は
文
科
系
の
公

務
員
、
会
社
員
、
製
造
業
、
商
業
関
係
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
私
が
医
学
部
に
進
ん
だ
の
は
、
こ
の
よ
う
な

周
囲
の
環
境
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

中
学
―
高
校
時
代
は
、
物
質
的
に
は
窮
乏
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
私
の
人
生
の
中
で
も
っ
と
も
楽
し
い
時
代
で

あ
っ
た
と
回
想
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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第
一
章
　
東
京
大
学
で
医
学
を
学
ぶ

一
．
東
大
医
学
部
医
学
科
の
学
生
時
代

　

東
大
教
養
学
部
理
科
Ⅱ
類
を
終
了
し
て
、
も
う
一
度
医
学
部
の
入
学
試
験
を
受
け
て
医
学
部
に
入
学
し
た
。
教

養
学
部
で
初
め
て
高
校
の
授
業
と
は
違
う
大
学
の
人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
の
学
問
に
触
れ
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
な
ど
も
勉
強
し
て
、
広
く
学
問
的
教
養
の
素
地
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

医
学
部
に
進
学
し
て
か
ら
の
毎
日
の
医
学
の
勉
強
は
、
解
剖
学
、
生
理
学
な
ど
に
始
ま
る
基
礎
医
学
、
内
科

学
、
外
科
学
、
小
児
科
学
な
ど
多
く
の
臨
床
医
学
は
、
ど
の
科
目
も
興
味
深
く
、
新
し
い
知
識
を
次
か
ら
次
へ
と

吸
収
し
て
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
勉
強
す
る
の
が
面
白
く
楽
し
か
っ
た
。

　

医
学
部
在
学
中
は
、
卒
業
後
の
進
路
の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
が
、
何
と
な
く
父
の
よ
う
な
内
科
系
の

医
師
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
父
は
私
が
医
学
部
に
入
っ
た
頃
に
三
鷹
市
で
小
児
科
・
内
科
の
小
医
院
を
開
業

し
て
い
た
が
、
勤
務
医
生
活
が
長
か
っ
た
せ
い
か
、
開
業
医
生
活
に
必
然
的
に
伴
う
保
険
診
療
の
煩
瑣
な
請
求
事
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務
な
ど
を
嫌
が
り
、
私
に
医
院
の
後
継
を
求
め
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

　

私
が
な
ぜ
精
神
科
医
に
な
っ
た
か
は
後
に
な
っ
て
よ
く
聞
か
れ
た
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
で
は
自
分
で
よ
く
説
明

出
来
な
い
。
臨
床
医
学
は
ど
の
科
も
興
味
深
く
勉
強
し
た
が
、
学
生
時
代
の
夏
期
実
習
の
経
験
な
ど
で
外
科
系
の

手
術
は
手
先
が
不
器
用
で
、
手
術
の
技
能
に
習
熟
す
る
自
信
が
な
く
、
眼
底
や
鼓
膜
も
よ
く
見
え
な
い
の
で
、
外

科
系
の
医
師
に
な
る
こ
と
は
あ
る
時
期
か
ら
あ
き
ら
め
た
。
も
と
も
と
小
説
な
ど
読
む
の
が
好
き
で
、
人
間
の
こ

こ
ろ
の
動
き
の
描
写
な
ど
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
医
学
の
勉
強
の
中
で
脳
の
機
能
と
精
神
現
象
と
の
関
係
に

興
味
が
あ
り
、
脳
神
経
系
の
医
学
の
研
究
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
、
精
神
科
を
選
ん
だ
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ

る
。
医
学
部
で
の
小
川
鼎
三
先
生
の
脳
神
経
系
の
解
剖
学
の
講
義
、
冲
中
重
雄
先
生
の
神
経
系
の
内
科
の
臨
床
講

義
、
内
村
祐
之
先
生
の
精
神
医
学
の
講
義
な
ど
、
神
経
系
の
医
学
の
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ

円
熟
し
た
す
ぐ
れ
た
医
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
神
経
系
の
医
学
に
興
味
を
持
っ
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
理
由
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
う
ち
で
も
、
私
は
精
神
科
の
内
村
祐
之
先
生
の
、
円
熟
し
て
内
容
の
濃
い
精
神
医
学
の
臨
床
講
義
に
と
り

わ
け
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。
今
考
え
る
と
、
こ
れ
が
私
が
精
神
医
学
を
専
攻
し
よ
う
と
し
た
ひ
と
つ
の
要
因
で

あ
っ
て
、
そ
の
時
に
教
え
ら
れ
た
精
神
医
学
が
、
そ
の
後
の
私
の
生
涯
の
精
神
医
学
の
臨
床
と
研
究
の
基
礎
と
な

っ
た
。
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二
．
東
大
で
精
神
医
学
を
学
ぶ
―
講
義
と
教
科
書

　

東
大
医
学
部
で
は
、
医
学
部
専
門
課
程
の
一
年
（
Ｍ
１
）
と
二
年
（
Ｍ
２
）
は
基
礎
医
学
の
講
義
と
実
習
が
大

半
を
占
め
る
が
、
Ｍ
２
の
一
学
期
（
四
月
）
か
ら
内
科
学
と
外
科
学
の
講
義
が
始
ま
り
、
三
学
期
（
一
月
）
か
ら

そ
の
他
の
臨
床
科
目
の
二
年
間
の
講
義
と
実
習
が
始
ま
る
。
精
神
医
学
は
、
Ｍ
３
の
十
二
月
ま
で
週
一
回
、
笠
松

章
助
教
授
と
島
薗
安
雄
講
師
の
精
神
科
学
各
論
の
講
義
が
あ
り
、
Ｍ
３
の
一
月
か
ら
一
年
間
、
内
村
祐
之
教
授
の

臨
床
講
義
が
あ
っ
た
。

　

医
学
部
の
他
の
科
目
で
は
、
最
初
の
講
義
で
は
教
科
書
や
参
考
書
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
精
神
科
で
笠
松
・
島
薗

先
生
は
、
特
に
特
定
の
教
科
書
や
参
考
書
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
（
一
九
五
五
年
、
昭
和
三
十

年
）、
書
店
に
並
ん
で
い
た
精
神
医
学
の
教
科
書
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

・
三
宅
鑛
一
著
、
島
薗
安
雄
改
訂
『
精
神
病
學
提
要
』、
南
江
堂

　

・
吉
益
脩
夫
『
精
神
医
学
』（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
叢
書
）、
医
学
書
院

　

・
西
丸
四
方
『
精
神
医
学
入
門
』、
南
山
堂
（
第
五
版
）

　

当
時
、
他
の
科
目
で
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
動
的
生
化
学
、
フ
ル
ト
ン
の
生
理
学
、
ハ
リ
ソ
ン
や
セ
シ
ル
の

内
科
学
な
ど
の
教
科
書
の
海
賊
版
を
購
入
で
き
た
が
、
精
神
科
の
外
国
語
の
原
書
は
古
書
で
も
入
手
す
る
の
が
難
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し
く
、
私
の
語
学
力
で
は
読
め
そ
う
も
な
か
っ
た
。

　

Ｍ
３
の
時
の
精
神
科
講
義
は
、
島
薗
安
雄
講
師
だ
っ
た
の
で
、
島
薗
先
生
が
三
宅
鑛
一
先
生
の
教
科
書
を
改
訂

し
た
『
精
神
病
學
提
要
』（
増
補
改
訂
六
版
・
一
九
五
六
年
発
行
）
を
ま
ず
買
っ
て
参
考
書
と
し
た
が
、
こ
れ
は
私

が
生
ま
れ
る
前
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
初
版
が
発
行
さ
れ
て
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
全
国
の
医
大
・
医

専
で
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
疾
患
分
類
は
ク
レ
ペ
リ
ン
に
依
っ
た
も
の
で
、
患
者
さ
ん
の

作
品
の
挿
絵
な
ど
が
多
く
興
味
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
全
文
が
文
語
体
で
用
語
も
難
し
く
（
叡
智
障
害
な

ど
）
い
か
に
も
古
め
か
し
く
最
新
の
講
義
の
内
容
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
講
義
の
中
に
頻
繁
に
現

れ
る
ド
イ
ツ
語
の
術
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
私
は
学
生
時
代
に
は
講
義
を
中
心
に
三
宅
先
生
の
教
科
書
を
参
考
と

し
て
精
神
医
学
の
知
識
を
得
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
頃
丁
度
、
京
大
教
授
の
村
上
仁
先
生
の
『
異
常
心
理
学
』
が
岩
波
全
書
の
一
冊
と
し
て
発
行
さ
れ
、
分
か

り
や
す
い
本
で
精
神
病
理
学
の
勉
強
は
こ
れ
で
補
っ
た
。
西
丸
四
方
先
生
の
『
入
門
』
は
今
読
む
と
簡
潔
な
い
い

教
科
書
で
あ
る
が
、
当
時
は
や
さ
し
過
ぎ
る
よ
う
で
物
足
り
な
く
感
じ
、
吉
益
脩
夫
先
生
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
文

章
が
難
解
で
い
く
ら
読
ん
で
も
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
内
村
祐
之
先
生
は
一
九
四
八
年
（
昭
和

二
十
三
年
）
に
、
南
山
堂
か
ら
『
精
神
醫
學
教
科
書
』（
上
巻
）
を
出
版
し
て
お
ら
れ
た
が
、
下
巻
は
な
く
、
当

時
の
新
刊
書
店
で
は
絶
版
で
入
手
で
き
ず
、
学
生
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

私
が
卒
業
し
た
一
九
五
八
年
に
、
新
福
尚
武
先
生
の
『
新
精
神
医
学
』、
諏
訪
望
先
生
の
『
最
新
精
神
医
学
』、

笠
松
章
先
生
の
『
臨
床
精
神
医
学
』
な
ど
の
新
し
い
立
派
な
教
科
書
が
続
け
て
発
行
さ
れ
、
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
時
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代
に
は
こ
れ
ら
の
教
科
書
で
精
神
医
学
を
勉
強
し
直
し
た
。
初
め
て
私
が
精
神
医
学
を
勉
強
し
た
時
の
精
神
疾
患

の
体
系
が
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
記
述
的
精
神
医
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
の
一
生
の
精
神
科
医
療
の
方
向
を
決
め
た

と
い
っ
て
よ
い
。

三
．
内
村
祐
之
教
授
の
臨
床
講
義

　

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
年
）
の
内
村
教
授
の
精
神
医
学
の
臨
床
講
義
は
全
部
で
二
三
回
あ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
の
一
回
は
、
教
授
が
昭
和
三
十
年
に
日
本
医
学
会
総
会
で
行
わ
れ
た
特
別
講
演
「
輓
近
に
お
け
る
て
ん
か
ん

研
究
の
進
歩
」
の
再
演
で
あ
っ
た
。

　

内
村
教
授
の
臨
床
講
義
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
病
名
は
当
時
の
呼
称
で
あ
る
。

１
．
老
年
痴
呆
／
２
．
ヒ
ス
テ
リ
ー
／
３
．
バ
セ
ド
ウ
精
神
病
、
慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
／
４
．
皮
質
下
性
感

覚
失
語
症
／
５
．
健
忘
失
語
症
、
猪
瀬
型
肝
脳
疾
患
／
６
．
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
舞
踏
病
／
７
．
頭
部
外
傷
性
精
神

障
害
／
８
．
精
神
分
裂
病
／
９
．
精
神
分
裂
病
／
10
．
心
因
性
反
応
／
11
．
一
酸
化
炭
素
中
毒
後
遺
症
／
12
．

進
行
麻
痺
／
13
．
て
ん
か
ん
／
14
．
特
別
講
演
「
輓
近
に
お
け
る
て
ん
か
ん
研
究
の
進
歩
」
／
15
．
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
脱
髄
脳
脊
髄
炎
／
16
．
抑
う
つ
状
態
／
17
．
躁
状
態
、
躁
う
つ
病
／
18
．
ル
ー
プ
ス
精
神
病
の
疑
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
／
19
．
神
経
性
食
欲
不
振
症
／
20
．
精
神
病
質
／
21
．
て
ん
か
ん
病
質
者
の
犯
罪
／
22
．
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
、
間
脳
障
害
に
よ
る
精
神
症
状
群
／
23
．
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
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こ
れ
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
半
数
が
脳
器
質
性
疾
患
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
精
神
疾
患
は
本
質
的
に
脳
の
疾
患
で
あ

る
、
あ
る
い
は
脳
の
障
害
が
精
神
疾
患
の
基
盤
に
あ
る
と
い
う
先
生
の
お
考
え
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時

は
、
東
大
病
院
に
は
神
経
内
科
と
い
う
診
療
科
は
な
く
（
脳
研
究
所
の
一
部
門
と
し
て
教
室
が
出
来
、
病
院
の
診

療
科
と
し
て
発
足
し
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
）、
少
し
で
も
精
神
神
経
症
状
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
脳
の
病
気
で
、
精

神
科
の
守
備
範
囲
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
て
ん
か
ん
は
勿
論
の
こ
と
、
巣
症
状
を
示
す
脳
血
管
障
害
、
脳
性
小
児

麻
痺
な
ど
で
あ
る
。

四
．
内
村
教
授
の
最
終
講
義
と
ご
退
官

　

内
村
祐
之
教
授
は
、
私
の
卒
業
す
る
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
、
定
年
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
十
三

日
に
最
終
講
義
が
南
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、
わ
れ
わ
れ
は
学
部
の
六
年
生
の
卒
業
試
験
の
最
中
で
、

講
義
は
一
年
下
の
学
年
（
昭
和
三
十
四
年
卒
）
に
行
わ
れ
た
が
、
私
は
そ
の
講
義
を
精
神
科
の
医
局
員
や
教
室
の

先
輩
と
一
緒
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
終
講
義
は
精
神
科
医
と
し
て
の
先
生
の
一
生
を
回
顧
し
た
内
容
で
、
感
銘
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
日
は
ノ

ー
ト
は
持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
今
は
小
さ
い
紙
の
メ
モ
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

１
．
内
因
性
精
神
病
の
出
現
率
の
調
査
／
２
．
双
生
児
研
究
／
３
．
北
支
に
お
け
る
モ
ル
ヒ
ネ
中
毒
の
研
究
／
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４
．
原
子
爆
弾
被
災
者
脳
の
神
経
病
理
学
研
究
／
５
．
重
大
犯
罪
者
の
司
法
精
神
鑑
定
の
経
験
（
医
学
部
教
授

大
量
窃
盗
事
件
、
聾
唖
者
の
殺
人
事
件
、
東
京
裁
判
大
川
周
明
氏
、
小
平
義
雄
事
件
犯
人
、
俳
優
仁
左
衛
門
殺
人
事

件
、
帝
銀
事
件
犯
人
な
ど
）
／
６
．
脱
髄
性
脳
炎
の
病
理
と
多
発
性
硬
化
症
の
病
因
と
の
関
連
／
７
．
東
大
精

神
医
学
教
室
の
研
究
業
績
の
紹
介
（
定
位
脳
手
術
装
置
の
開
発
、
精
神
神
経
疾
患
の
脳
波
研
究
な
ど
）

　

内
村
教
授
は
、
在
職
中
の
最
大
の
思
い
出
と
し
て
、
近
代
精
神
医
学
の
創
始
者
エ
ミ
ー
ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
の
生

誕
百
周
年
記
念
祭
の
開
催
を
最
初
に
提
唱
さ
れ
、
そ
こ
で
教
授
が
、
イ
ム
の
研
究
、
脱
髄
脳
炎
に
関
す
る
病
理
学

的
研
究
な
ど
の
日
本
に
お
け
る
研
究
業
績
を
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
南
講
堂
に
は
、
双
生
児
研

究
の
被
験
者
で
、
成
長
し
た
一
卵
性
双
生
児
の
姉
妹
が
招
待
さ
れ
て
出
席
し
て
い
た
。

　

最
後
に
先
生
は
、
医
学
者
と
臨
床
医
と
し
て
の
自
分
を
振
り
返
ら
れ
て
、「
自
分
は
い
つ
も
誠
実
で
、
良
心
的

で
あ
ろ
う
と
心
が
け
て
き
た
、
医
師
と
し
て
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
は
患
者
に
い
つ
も
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
愛
情
と
い
う
と
若
い
人
達
に
す
ぐ
に
恋
愛
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
私
は

同
情
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
患
者
に
対
す
る
同
情
こ
そ
が
医
師
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
知
力
が
あ
れ
ば
学

者
に
は
な
れ
る
が
、 

良
い
精
神
科
医
に
な
る
た
め
に
は
、
暖
か
い
心
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

内
村
先
生
は
、
後
に
出
版
さ
れ
た
『
わ
が
歩
み
し
精
神
医
学
の
道
』
の
中
で
、
自
分
の
教
授
時
代
に
、
精
神
医

学
の
中
の
一
つ
の
専
門
領
域
に
偏
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
志
し
て
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
こ
と

を
回
顧
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
印
象
深
い
最
終
講
義
で
あ
っ
た
。
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内
村
祐
之
先
生
は
、
退
官
後
、
東
大
在
任
中
に
設
立
さ
れ
た
神
経
研
究
所
の
所
長
に
就
任
さ
れ
、
翌
年
四
月
に

開
催
さ
れ
た
第
15
回
日
本
医
学
会
総
会
の
会
頭
を
さ
れ
た
後
に
、
日
本
精
神
神
経
学
会
の
理
事
長
を
辞
任
さ
れ

た
。
昭
和
三
十
六
年
十
月
か
ら
昭
和
三
十
七
年
四
月
ま
で
半
年
間
、
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
所
長
、
昭
和
三
十
七

年
五
月
か
ら
昭
和
四
十
年
四
月
ま
で
プ
ロ
野
球
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
務
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
神
経
研
究
所
所
長

に
専
任
さ
れ
て
、
附
属
晴
和
病
院
で
診
療
と
医
局
員
の
指
導
を
さ
れ
な
が
ら
、
雑
誌
「
精
神
医
学
」
に
「
わ
が
歩

み
し
精
神
医
学
の
道
」、「
精
神
医
学
の
基
本
問
題
」
を
連
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
に
は
日
本
学
士
院
会

員
と
な
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、
昭
和
天
皇
の
講
書
始
の
儀
で
「
異
常
な
精
神
現
象
の
進
化
論
的
解
釈
」
を
御

進
講
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
わ
が
国
の
精
神
科
医
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
精
神
医
学
」
誌
の
連
載
は
『
わ
が
歩
み
し
精
神
医
学
の
道
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
）、『
精
神
医
学
の
基

本
問
題
』（
医
学
書
院
、
一
九
七
二
）
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
、
私
は
『
わ
が
歩
み
し
精
神
医
学
の
道
』
は

手
垢
の
つ
く
ほ
ど
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
。
内
村
先
生
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
九
月
に
八
十
二
歳
十

か
月
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。

　

私
は
内
村
先
生
の
退
官
と
同
じ
年
に
卒
業
し
た
の
で
、
先
生
か
ら
精
神
医
学
の
臨
床
を
直
接
に
ご
指
導
頂
く
機

会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
先
生
は
私
が
も
っ
と
も
尊
敬
し
、
そ
の
生
涯
の
あ
り
方
に
少
し
で
も
近
付
き
た
い

と
思
っ
て
来
た
精
神
医
学
者
で
あ
る
。
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